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【当資料の表記に関する補足】

 コロナの影響でシフトが減少しているパート・アルバイト就業者のことを「シフト減パート・アルバイト」と
記します。

 「シフト減パート・アルバイト」のうち、新しい仕事を探したいと思っている人のことを、「転職希望のあ
るシフト減パート・アルバイト女性」と記します。

 本資料で用いている「シフト」とは、割り当てられている業務量（勤務日数や勤務時間数）のこと
を指します。

 本資料で用いる「給与のデジタル払い」と「給与の前払い」は、それぞれ以下のことを指します。
「給与のデジタル払い」
現金の手渡しや銀行振り込みではなく、スマートフォンの決済アプリや電子マネーを利用して給与を受け取ることができ

る制度のこと
「給与の前払い」
すでに働いた分の給与を給料日より前に受け取ることができる仕組みのこと
（これから働く予定の分の給与を受け取る「前借り」とは異なる）
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調査結果サマリーと雇用移動円滑化への提言

今年5月に実施した調査の結果、シフト減パート・アルバイト女性の2人に1人が転職を希望しており、うち8割は現在と異なる仕事への転職を
希望または許容していることが判明

そこで、今後の雇用移動円滑化に向けた課題や有効な方策を明らかにするため、転職希望のあるシフト減パート・アルバイト女性を対象に、追
加で調査を実施した結果、下記のことが分かった
• 転職希望があるにもかかわらず仕事探しを始めていない人の4人に1人が経済面の不安（転職活動期間中の収入減）を理由に仕事探しを始めていない
• 転職希望のあるシフト減パート・アルバイト女性の7割強が、コロナの影響を受けても求人が減っていない、または増えている業界・業種に転職することに前向き
• 転職希望のあるシフト減パート・アルバイト女性の約8割が、資格取得支援があった場合、転職に有効とされる資格や免許を取得して転職することに前向き
• シフト減パート・アルバイト女性の8割超は、資格取得や職業訓練にかかる金銭的負担を軽減したり、資格取得中や訓練中の経済的不安感を解消する制度
があることで、「新しい仕事を探すことに挑戦しやすくなると思う」と回答

• 給与をすぐに利用できるデジタルマネーで受け取れたり、働いた分の給与を給与日より前に受け取ったりできることで、「転職に挑戦しやすくなると思う」とする人は
それぞれ過半数に及ぶ

調査結果サマリー

資格取得や職業訓練に対する経済的支援は、転職意向のあるシフト減パート・アルバイト女性の経済面の不安を解消させ、転職活動の開
始を促すことができる可能性がある。資格取得や職業訓練の「機会の提供」と合わせて、それらに係る「経済的支援」の強化が、雇用移動
円滑化に有効
加えて、転職直前・直後であっても家計を安定させられるような、例えば、給与をすぐに利用できるデジタルマネーで受け取れる「給与のデジタル
払い」制度や働いた分の給与を給与日より前に受け取れる「給与の前払い」制度の検討も、雇用移動円滑化に有効な可能性がある

雇用移動円滑化への提言
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コロナによるシフト減パート・アルバイト女性の実態（2021年5月調査結果より）
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【A】のうちシフトが5割以上減の人
44.4%（全体の12.1%）

（N=59,518）

コロナ前と比べてシフトが
減少している人【A】
全体の27.3%

新型コロナでシフトが減少するパート・アルバイト女性の約半数が、感染拡大以降ずっとシフト減の状況が続く
【2021年5月調査結果】パート・アルバイト就業者の就労実態

10.1%

67.0%

3～4割減（5.1%）

6～9割減（6.8%）
10割減（2.0%）

5割減（3.4%）

1～2割減

変わらない

増加（5.6%）

（出所）左：NRI「パート・アルバイト就業者の実態に関する調査」（2021年5月）
右：NRI「コロナによる休業・シフト減のパート・アルバイト就業者の実態に関する調査」（2021年5月）

46.8%

41.9%

11.3%

感染拡大以降、
シフトが減ったり、
元に戻ったりを
繰り返している

感染拡大以降、
シフト減が
ずっと続いている

最近になって
シフト減になった

（N=5,150）

新型コロナ流行以降のシフト減少状況【シフト減のパート・アルバイト女性】新型コロナ流行前と比べたシフトの変化 【パート・アルバイト女性】

2021年7月16日発表の
ニュースリリースの再掲
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単身女性や母子世帯はもとより、配偶者のいる人であっても3人に1人は、
「自身のパート・アルバイト収入が世帯の基本的な暮らしに必要不可欠だった」

【2021年5月調査結果】長期に渡りシフト減のパート・アルバイト女性の特徴

（出所）NRI「コロナによる休業・シフト減のパート・アルバイト就業者の実態に関する調査」（2021年5月）

パート・アルバイト収入の位置づけ 【感染拡大以降、シフト減がずっと続いているパート・アルバイト女性、世帯類型別】

13.0%

7.0%

38.9%

42.7%

20.6%

13.1%

28.2%

24.4%

22.5%

21.1%

14.7%

15.4%

43.9%

58.8%

18.2%

17.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

配偶者なし・子どもなし

228

772

配偶者なし・子どもあり

327配偶者あり・子どもなし

配偶者あり・子どもあり 1,076

Aである どちらかといえばAである どちらかといえばBである Bである

N=

【Ａ】あなたのパート・アルバイト先の収入は、あなたの世帯がよりよい暮らしを
するためのあくまで補助的な収入であった

【Ｂ】あなたのパート・アルバイト先の収入は、あなたの世帯が基本的な暮らしを
していくために必要不可欠な収入であった

必要不可欠の
収入だった

66.4%

79.9%

32.9%

32.8%
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コロナでシフト減のパート・アルバイト女性の2人に1人が転職希望あり
うち8割は現在と異なる職種への転職を希望または許容

【2021年5月調査結果】長期に渡りシフト減のパート・アルバイト女性の特徴

（出所）NRI「コロナによる休業・シフト減のパート・アルバイト就業者の実態に関する調査」（2021年5月）

今後の就労についての意向
【シフト減のパート・アルバイト女性】

現在と異なる仕事への転職意向
【シフト減のパート・アルバイト女性で転職希望ありの人】

（N=5,150）

16.1%

17.4%

20.8%

45.7%

新しい仕事を探したい
と思ってはいるが、
当面現在の仕事を
続けると思う

新しい仕事を探したい
と思っており、
実際に探している

新しい仕事を探したい
と思っており、
まだ探してはいないが
今後探していきたい

現在の仕事を
続けたい

転職希望ありの人【B】
54.3%

（N=2,838）

21.6%

33.4%
26.0%

8.2%
10.9%

現在の職種と
異なる職種
の仕事がよい

現在と同じ職種
の仕事がよい

できれば現在と同じ
がよいが、異なる職種

の仕事でもよい
どちらでもよい

分からない

【B】の人のうち
現在と異なる職種への
転職意向ありの人

80.9%
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コロナでシフト減のパート・アルバイト女性の転職意向に関する調査結果（2021年8月）
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【調査名】
 コロナによるシフト減パート・アルバイト就業者の転職意向に関する調査

【調査方法】
 インターネットアンケート

【調査時期】
 2021年8月4日（水）～8月5日（木）

【対象者条件】
 全国の20～59歳でパート・アルバイトで就業する女性のうち、下記の条件を満たす人

• 新型コロナウイルス感染拡大の影響でシフトが減少している
• 「新しい仕事を探したい（転職意向あり）」と思っている

【サンプル数】
 2,060人

【その他】
 本資料に記載の構成比は、小数点以下第2位で四捨五入して表記しているため、内訳の計と合計が一致しない場合が
あります。

 「コロナの影響を受けても求人が減っていない、または増えている業界・業種」および「転職に有効とされる資格や免許」につ
いては、人材採用サービスを展開するHRソリューションズ株式会社へのヒアリング結果を参考にしました。

調査の概要

本資料では、「転職希望
のあるシフト減パート・アル
バイト女性」と記載
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転職希望のあるシフト減パート・アルバイト女性で、実際に転職活動を行っている人の過半数で、
仕事を探している期間が2か月以上に及んでいる

転職希望のあるシフト減パート・アルバイト女性における転職活動の現状

（出所）NRI「コロナによるシフト減パート・アルバイト就業者の転職意向に関する調査」（2021年8月）

（N=2,060）

31.2%

33.7%

35.1%

新しい仕事を探したい
と思っており、
実際に探している

新しい仕事を探したい
と思っており、
まだ探してはいないが
今後探していきたい

新しい仕事を探したい
と思ってはいるが、
当面現在の仕事を

続けると思う

（N=642）

23.4%

10.1%

23.1%

17.1%

10.1%

8.1%
8.1%

1週間くらい
またはそれ以下

6か月くらい
またはそれ以上

4～5か月
くらい

2～3か月くらい

1か月くらい

2～3週間
くらい

分からない
／忘れた

新しい仕事を探すことについての意向と現状
【転職希望のあるシフト減のパート・アルバイト女性】

新しい仕事を探している期間
【転職希望のあるシフト減パート・アルバイトで、実際に新しい仕事を探している女性】
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シフト減パート・アルバイトで新しい仕事を探している女性の4人に1人が「応募しても採用されない」
シフト減パート・アルバイト女性における転職活動の課題

70.2

35.5

26.6
21.2

17.6 15.7
11.4

5.5 1.9
0

25

50

75

新しい仕事を
探す意欲・モチ
ベーションを維
持することが難

しい

希望する条
件に合う求
人が見つか
らない

仕事を探し
たり、面接
等に行く時
間がない

（%）

相談相手
がいない

現在の職場と
の調整が難しい

応募しても、
採用されない

どうやって求人
情報を見つけ
ればよいか分
からない

特にない その他

（出所）NRI「コロナによるシフト減パート・アルバイト就業者の転職意向に関する調査」（2021年8月）

（複数回答）（N=642）

新しい仕事を探す上で苦労していること 【転職希望のあるシフト減パート・アルバイトで、実際に新しい仕事を探している女性】
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転職希望があるにもかかわらず仕事探しを始めていない人の4人に1人が、
「収入が得られない期間ができると困るから」と経済面の不安を理由に仕事探しを始めていない

シフト減パート・アルバイト女性における新しい仕事を探さない理由

47.9
41.5

32.9
26.3 25.7 22.6

11.8
6.5 3.9 3.5

0

25

50

75

新しい仕事
を探す時間
を確保する
ことが難しい

から

（%）

収入が得られ
ない期間がで
きると困るから

自分が希望
する条件に
合う求人が
簡単には見
つからないだ
ろうから

新しい仕事
を探す精神
的余裕がな
いから

コロナが収まら
ない現在の状
況では、求人
自体が少ない
と思うから

できれば現
在の仕事
を続けたい
から

自分のスキ
ルや経験で
できる求人
が簡単には
見つからない
だろうから

どうやって求
人情報を見
つければよい
か分からない

から

特に理
由はない

その他

新しい仕事を探さない理由 【転職希望のあるシフト減パート・アルバイトで、 まだ新しい仕事を探していない女性】

（出所）NRI「コロナによるシフト減パート・アルバイト就業者の転職意向に関する調査」（2021年8月）

（複数回答）（N=1,418）
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転職希望のあるシフト減パート・アルバイト女性の7割強が、コロナの影響を受けても求人が減っていない、
または増えている業界・業種への転職に前向き

シフト減パート・アルバイト女性の転職意向

（N=2,060）

32.7
24.2

22.7
21.7

19.6
14.2

11.1
10.0

8.2
7.9

7.3
3.7
3.4

23.9

0 10 20 30 40

スーパー

コンビニエンスストア

（%）

医療

ドラッグストア・薬局
インテリア関連の小売店

ホームセンター
工場

保育
ファストフード店
配送・運送

介護
電気機器関連の小売店

フードデリバリー
上記の中に働きたいものはない

コロナの影響を受けても求人が減っていない、または増えている業界・業種（注）の中で働いてみたいもの
【転職希望のあるシフト減のパート・アルバイト女性】

（複数回答）

（出所）NRI「コロナによるシフト減パート・アルバイト就業者の転職意向に関する調査」（2021年8月）
（注）本質問の選択肢に挙げた「コロナの影響を受けても求人が減っていない、または増えている業界・業種」は、人材採用サービスを展開するHRソリューションズ株式会社へのヒアリング結果を参考にした。

コロナの影響を受けても
求人が減っていない、または
増えている業界・業種で

働いてみたい
76.1%
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転職希望のあるシフト減パート・アルバイト女性の約8割が、「資格取得サポートがあった場合、転職に有効とされる
資格や免許を取得して転職してみたい」と回答

シフト減パート・アルバイト女性の転職意向

（N=2,060）

44.1
39.8

37.5
25.2

16.1
10.1

9.6
8.7

5.9
4.5

0.6
19.4

0 10 20 30 40 50

普通自動車免許

登録販売者の資格
調剤薬局事務の資格

（%）

フォークリフト免許

WEBデザインやプログラミングなどデジタル分野の資格

小型限定普通二輪免許

パソコン操作やオフィスソフト操作などの資格

介護職員初任者研修資格

原付免許
中型自動車免許

その他
上記の中に取得してみたいものはない

資格取得サポート（注1）があった場合に、転職に際し、取得してみたい資格・免許（注2） 【転職希望のあるシフト減のパート・アルバイト女性】

（複数回答）

（出所）NRI「コロナによるシフト減パート・アルバイト就業者の転職意向に関する調査」（2021年8月）

資格・免許を取得して
転職したい
80.6%

（注1）本設問は、「無料または低価格で、必要な資格を取得できたり、資格取得までの期間にも一定の給与を受け取れる制度（ 本資料では「資格取得サポート」と表記）があった場合」と提示して聴取した。
（注2）本質問の選択肢に挙げた資格及び免許は、人材採用サービスを展開するHRソリューションズ株式会社へのヒアリング結果を参考にした。
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例えば、資格取得や職業訓練にかかる金銭的負担を軽減したり、資格取得中や訓練中の経済的不安感を解消す
る制度があった場合、シフト減パート・アルバイト女性の8割超が「新しい仕事を探すことに挑戦しやすくなると思う」

シフト減パート・アルバイト女性の転職意向

下記のような制度があると新しい仕事を探すことに挑戦しやすくなると思うか 【転職希望のあるシフト減のパート・アルバイト女性】

（出所）NRI「コロナによるシフト減パート・アルバイト就業者の転職意向に関する調査」（2021年8月）

40.3%

45.5%

45.0%

44.8%
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7.3%

4.8%

2.4%

0% 25% 50% 75% 100%

上記のうち、
資格を取得して

転職してみたい人

転職希望のある
シフト減のパート・
アルバイト女性

2,060

1,660

どちらかと言えば、
しやすくなるとは思わない

しやすくなる
と思う

どちらかと言えば、
しやすくなると思う

しやすくなる
とは思わない

無料または低価格で、新しい仕事に必要な資格を取得できたり、
必要な訓練を受けることができる制度 資格を取得するまでの期間や訓練中の期間も給与が支払われる制度

N=
61.4%

66.9%

29.4%

28.0%

6.1%

4.0%

3.1%

1.1%

0% 25% 50% 75% 100%

2,060
転職希望のある
シフト減のパート・
アルバイト女性

上記のうち、
資格を取得して

転職してみたい人
1,660

しやすくなる
と思う

どちらかと言えば、
しやすくなると思う

どちらかと言えば、
しやすくなるとは思わない

しやすくなる
とは思わない

N=
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給与をすぐに利用できるデジタルマネーで受け取れたり、働いた分の給与を給与日より前に受け取ることができること
で、「転職に挑戦しやすくなると思う」とする人も、それぞれ過半数に及ぶ

シフト減パート・アルバイト女性の転職意向

下記のような制度があると新しい仕事を探すことに挑戦しやすくなると思うか 【転職希望のあるシフト減のパート・アルバイト女性】

17.8%

25.0%

33.8%

43.0%

26.6%

20.0%

21.8%

12.1%

0% 25% 50% 75% 100%

2,060
給与の全部または一部を、

すぐに利用できるデジタルマネーで
受け取ることができる制度

働いた分の給与を給与日よりも前に
受け取ることができる制度 2,060

しやすくなると思う どちらかと言えば、しやすくなると思う しやすくなるとは思わないどちらかと言えば、しやすくなるとは思わない

N=

（出所）NRI「コロナによるシフト減パート・アルバイト就業者の転職意向に関する調査」（2021年8月）



16Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

シフト減パート・アルバイト女性の経済面の不安解消へ寄与する可能性が見えた
「給与のデジタル払い」、「給与の前払い」について、

正社員を含む就労者を対象に利用意向等に関する調査も実施したので報告する
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【調査名】
 「デジタル給与払い」に関する調査

【調査方法】
 インターネットアンケート

【調査時期】
 2021年8月4日（水）～8月5日（木）

【対象者条件】
 全国の20～59歳で、正社員またはパート・アルバイトで働く人

【サンプル数】
 5,776サンプル

• 年代・男女・雇用形態別（20代～50代の4区分×男女の2区分×正社員/パート・アルバイトの2区分、計16セル）均等割付で回
収（各361サンプル） 。集計時、総務省「労働力調査（基本集計）2021年5月分結果」に基づく構成比に合わせてウエイトバッ
ク処理を行った

【その他】
 図中には、実際に回収したサンプル数（年代・男女・雇用形態別に均等割り付け回収）を記載しています。また、本資料に記載の構成
比は、小数点以下第2位を四捨五入して表記しているため、内訳の計と合計が一致しない場合があります

調査の概要
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「給与のデジタル払い」の利用の実態と意向

本調査における「給与のデジタル払い」の定義
現金の手渡しや銀行振り込みではなく、スマートフォンの決済アプリや電子マ
ネーを利用して給与を受け取ることができる制度のこと
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正社員の約4割、パート・アルバイトの約3割が、「給与のデジタル払い」を利用してみたいと回答
若い世代の方が利用意向を示す人の割合が多い傾向が見られる

「給与のデジタル払い」について

「給与のデジタル払い」の利用意向 【雇用形態別】 「給与のデジタル払い」の利用意向 【雇用形態、年代別】

15.5%

13.0%

8.7%

6.2%

7.2%

8.8%

6.1%

5.9%

36.0%

32.9%

27.8%

26.0%

26.8%

24.2%

25.3%

20.1%

48.4%

54.0%

63.5%

67.7%

66.0%

67.0%

68.6%

73.9%

0% 25% 50% 75% 100%

722

パート・アルバイト_20代

正社員_20代

正社員_30代

正社員_40代

722

正社員_50代

パート・アルバイト_30代

パート・アルバイト_40代

パート・アルバイト_50代

722

722

722

722

722

722

給与の全てで
利用してみたい

給与の一部であれば
利用してみたい

利用してみたい
とは思わない

10.6%

6.8%

30.4%

23.9%

59.0%

69.3%

0% 25% 50% 75% 100%

正社員

パート・
アルバイト

2,888

2,888

給与の一部であれば
利用してみたい

給与の全てで
利用してみたい

利用してみたい
とは思わない

（出所）NRI「「給与のデジタル払い」に関する調査」（2021年8月）

N=

N=
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給与の一部であればデジタル払いを利用したい人の約4割は、給与額の2割以下の金額での利用を希望
一方で、給与額の5割程度で利用したい人も約3割

「給与のデジタル払い」について

「給与のデジタル払い」を利用したい割合（全給与に占める割合）【給与の一部であれば「給与のデジタル払い」を利用してみたい人、雇用形態別】

4.0%

3.1%

36.3%

34.3%

23.2%

26.2%

30.3%

32.2%

5.2%

3.1%

1.0%

1.0%

0% 25% 50% 75% 100%

パート・
アルバイト

正社員 880

716

給与額の
1割以下の割合

給与額の
1～2割程度

給与額の
3～4割程度

給与額の
5割程度

給与額の
6～7割程度

給与額の
8～9割程度

（出所）NRI「「給与のデジタル払い」に関する調査」（2021年8月）

N=
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「給与のデジタル払い」を利用してみたい理由の最多は、「銀行の窓口やATMでの現金の引き出しが面倒」
特に若い世代にそう考える人が多い

「給与のデジタル払い」について

「給与のデジタル払い」を利用してみたい理由 【「給与のデジタル払い」を利用してみたい人、雇用形態別】

49.9

41.8

37.5

27.2

24.8

17.1

15.5

15.0

6.6

0.7

6.7

53.1

39.7

29.4

22.5

22.4

10.3

16.1

12.3

6.3

0.3

5.3

0 10 20 30 40 50 60 （％）

銀行の窓口やATMでの現金の引き出しが面倒だから

電子マネーにチャージする手間が省かれるから

キャッシュレスで各種支払いまで行うことができるから

振り込まれた給与をすぐに使うことができるから

銀行・ATMでの現金引き出しにかかる手数料を節約できるから

できるだけ現金を持ち歩きたくないから

口座振り込みにかかる手数料を節約できるから

振込や支払いの履歴が残り、お金の管理がしやすいから

給与受取のための銀行口座が不要になるから

その他

特に理由はない

（複数回答）

正社員（N=1,180）
パート・アルバイト（N=913）

（出所）NRI「「給与のデジタル払い」に関する調査」（2021年8月）
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「給与のデジタル払い」を利用してみたいと思わない理由の最多は、「現金化するのに手間がかかる」
一方で、「特に理由はない」とする人も正社員で3割近く、パート・アルバイトで2割

「給与のデジタル払い」について

「給与のデジタル払い」を利用してみたいと思わない理由 【「給与のデジタル払い」を利用してみたいと思わない人、雇用形態別】

36.6

29.9

20.9

17.8

13.9

2.5

27.0

34.3

31.6

31.2

21.3

10.5

1.6

21.8

0 10 20 30 40 50

キャッシュレス決済や電子マネーを使っていない／ほとんど使わないから

（％）

不正引き出しなど、デジタルマネーの安全性に不安があるから

現金化するのに手間がかかるから

現金の管理とデジタルマネーの管理を同時に行うことが難しいから

その他

資金移動事業者が経営破綻した際の補償に不安があるから

特に理由はない

（複数回答）

正社員（N=1,708）
パート・アルバイト（N=1,975）

（出所）NRI「「給与のデジタル払い」に関する調査」（2021年8月）
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「給与の前払い」の利用の実態と意向

本調査における「給与の前払い」の定義
すでに働いた分の給与を給料日より前に受け取ることができる仕組みのこと
これから働く予定の分の給与を受け取る「前借り」とは異なる
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大半の人は「給与の前払い」をしたことがない
「給与の前払い」について

「給与前払い」の経験の有無 【雇用形態別】

4.9%

3.9%

95.1%

96.1%

0% 25% 50% 75% 100%

2,888正社員

パート・
アルバイト 2,888

「給与前払い」の利用経験がある 「給与前払い」の利用経験がない

（出所）NRI「「給与のデジタル払い」に関する調査」（2021年8月）

N=
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正社員、パートアルバイトいずれも、約3割の人が「給与の前払い」を利用してみたいと回答
特に20代に利用してみたいと回答した人が多く見られる

「給与の前払い」について

「給与前払い」の利用意向 【雇用形態、年代別】

4.1%

4.9%

1.8%

1.3%

3.5%

1.5%

1.6%

0.7%

39.7%

33.5%

26.3%

24.5%

42.6%

32.5%

27.8%

21.1%

15.2%

12.9%

17.6%

14.3%

19.1%

18.1%

16.6%

16.3%

40.9%

48.8%

54.3%

59.9%

34.8%

47.9%

54.0%

61.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正社員_50代

正社員_20代

パート・アルバイト_30代 722

正社員_30代

正社員_40代

722

パート・アルバイト_20代

パート・アルバイト_40代

パート・アルバイト_50代

722

722

722

722

722

722

利用したくない
分からないすぐにでも利用してみたいと思う

必要性が生じた場合、利用してみたいと思う

「給与前払い」の利用意向 【雇用形態別】

2.9%

1.7%

30.5%

29.9%

15.1%

17.3%

51.5%

51.1%

0% 25% 50% 75% 100%

正社員

パート・
アルバイト

2,888

2,888

利用したくない
すぐにでも利用してみたいと思う
必要性が生じた場合、利用してみたいと思う

分からない

（出所）NRI「「給与のデジタル払い」に関する調査」（2021年8月）

N=

N=
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「給与の前払い」で得た収入の利用目途は、正社員、パート・アルバイトいずれも「生活費の支払い」とする人が最多
特に、パート・アルバイトの人で、「生活費の支払い」に利用したいとする人の割合が高い

「給与の前払い」について

25.5

37.9

18.6
24.5

15.4 12.5
18.9

2.0

27.3

15.4

53.9

18.6 17.2

9.3
4.0

13.2

1.1

24.9

0

10

20

30

40

50

60

70

引っ越し費
用の支払い

教育費など子
ども関連費用
の支払い

（%）

その他の費
用の支払い

家賃や住宅ロー
ンの支払い

医療費の
支払い

生活費の
支払い

税金や社会保
険料の支払い

冠婚葬祭
費用支払い

分からない／
特にない

（複数回答）
正社員（N=966）
パート・アルバイト（N=1,019）

「給与前払い」で得た収入の利用目的 【「給与前払い」を利用してみたいと思う人、雇用形態別】

（出所）NRI「「給与のデジタル払い」に関する調査」（2021年8月）
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調査結果サマリーと雇用移動円滑化への提言

今年5月に実施した調査の結果、シフト減パート・アルバイト女性の2人に1人が転職を希望しており、うち8割は現在と異なる仕事への転職を
希望または許容していることが判明

そこで、今後の雇用移動円滑化に向けた課題や有効な方策を明らかにするため、転職希望のあるシフト減パート・アルバイト女性を対象に、追
加で調査を実施した結果、下記のことが分かった
• 転職希望があるにもかかわらず仕事探しを始めていない人の4人に1人が経済面の不安（転職活動期間中の収入減）を理由に仕事探しを始めていない
• 転職希望のあるシフト減パート・アルバイト女性の7割強が、コロナの影響を受けても求人が減っていない、または増えている業界・業種に転職することに前向き
• 転職希望のあるシフト減パート・アルバイト女性の約8割が、資格取得支援があった場合、転職に有効とされる資格や免許を取得して転職することに前向き
• シフト減パート・アルバイト女性の8割超は、資格取得や職業訓練にかかる金銭的負担を軽減したり、資格取得中や訓練中の経済的不安感を解消する制度
があることで、「新しい仕事を探すことに挑戦しやすくなると思う」と回答

• 給与をすぐに利用できるデジタルマネーで受け取れたり、働いた分の給与を給与日より前に受け取ったりできることで、「転職に挑戦しやすくなると思う」とする人は
それぞれ過半数に及ぶ

調査結果サマリー

資格取得や職業訓練に対する経済的支援は、転職意向のあるシフト減パート・アルバイト女性の経済面の不安を解消させ、転職活動の開
始を促すことができる可能性がある。資格取得や職業訓練の「機会の提供」と合わせて、それらに係る「経済的支援」の強化が、雇用移動
円滑化に有効
加えて、転職直前・直後であっても家計を安定させられるような、例えば、給与をすぐに利用できるデジタルマネーで受け取れる「給与のデジタル
払い」制度や働いた分の給与を給与日より前に受け取れる「給与の前払い」制度の検討も、雇用移動円滑化に有効な可能性がある

雇用移動円滑化への提言

再掲
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参考資料
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参考資料①

（出所）HRソリューションズ株式会社 資料
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参考資料②

（出所）HRソリューションズ株式会社 資料
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